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（事業報告書様式１） 

年度利用料金収入実績 

日時 内容 内訳 利用料金収入合計 

3 月-4 月 平成 31 年度 

分区園利用料金 

12 ㎡（18,000 円）×20区画 

 

360,000 円 

5 月  〃 12 ㎡（16,500 円）×3区画 

利用開始前の 4月分料金 1,500 円引 

49,500 円 

6 月  〃 12 ㎡（15,000 円）×2区画 

利用開始前の 4～5月分 3,000 円引 

40 ㎡(50,000 円）×1区画 

利用開始前の 4～5月分 10,000 円引 

80,000 円 

7 月  〃 12 ㎡（13,500 円）×1区画 

利用開始前の 4～6月分 4,500 円引 

13,500 円 

10 月  〃 12 ㎡（9,000 円）×2区画 

利用開始前の 4～9月分 9,000 円引 

18,000 円 

11 月  〃 12 ㎡（7,500 円）×1区画 

利用開始前の 4～10 月分 10,500 円引 

7,500 円 

12 月  〃 12 ㎡（6,000 円）×1区画 

利用開始前の 4～11 月分 12,000 円引 

6,000 円 

3 月  〃 12 ㎡（1,500 円）×5区画 

利用開始前の 4～2月分 16,500 円引 

7,500 円 

  利用料金収入合計 542,000 円 

 

（事業報告書様式２） 

年度公園施設及び有料施設利用回数・稼働率（月別） 

月別 分区園利用者 

4 20 

5 23 

6 27 

7 28 

8 28 

9 28 

10 29 

11 30 

12 31 

1 31 

2 31 

3 36 

 

（事業報告書様式３） 

年度公園利用状況 

月別 分区園以外の利用人数 備考 

4 5 協働農園春の植え付け 

5 6 協働農園春の植え付け 

6 14 変化朝顔講習・植え付け、仏向の畑めぐり 

7 4 秋ナスの仕立て方講習・収穫体験 



8 8 秋ナスの仕立て方講習・収穫体験(収穫物配布は未計測) 

9 4 農園野菜植え付け(収穫物配布は未計測) 

10 62 公園であそぼう・収穫体験 

11 125 仏向ふれあいウォークラリー・収穫体験 

12 10 収穫体験 

1 5 収穫体験 

2 - （収穫物配布は未計測） 

3 17 収穫体験 

 

（事業報告書様式４） 

業務の第三者委託実績 

業務 内容 再委託会社 

及び金額 

年回数 実施月日 評

価 

対応

状況 

横浜サポートオ

フィス 

HP 作 成 ・

マ ッ プ 作

製・HP 定期

保守管理 

横浜サポートオフィ

ス 

￥848,514 

通年 ― ◎  

植栽管理 斜面地の草

刈 

株式会社 佐藤造園 

￥1,490,000 

3 回 6月4・5・6日、

9月5・6・9日、

3 月 26・27 日 

◎  

植栽管理 斜面緑地高

木強剪定 

ダイシ造園株式会社 

￥88,000 

1 回 3 月 13 日 ◎  

清掃工 建物及び園

内の清掃 

地域作業所 浜風

￥127,000 

週 3 日(年

末 年 始 除

く) 

4～3 月 

延べ 153 日 

 

◎ 巡回

含む 

 

電気設備点検 電気設備保

守点検 

㈱ 平 岡 電 機 工 事

￥62,700 

1 回 2 月 19 日 ◎  

コールセンター 京浜警備保

障㈱ 

夜間、年末年始、緊

急時等対応￥32,700 

通年 ― ◎  

清掃工 

 

建物及び園

内の清掃 

㈱アスカ警備 

￥29,700 

年末年始 12 月 29 日、30

日、31 日 

◎ 巡回

含む 

 

（事業報告書様式５） 

年度修繕実績 

修繕年月日 修繕箇所 金額 委託業者名また

は直営かの記載 

対応状況 

4 月 17・

20・27・30

日 

堆肥置場蓋製

作・設置 

10,000 円 直営 堆肥置場への不法投棄やゴミ捨て防

止のためコンクリート擁壁に L アン

グル取付、木製蓋を作成設置。 

4 月 13 日 コンクリート

ベンチ 

1,922 円 直営 ベンチ角での利用者の怪我防止のた

め、蛍光テープでマーキング。 

10 月 9 日 多用途トイレ

ベビーベッド 

10,560 円 直営 ベビーベッドのストラップに切込み

が入れられたため、部品交換。 

11 月 9 日 園路手摺 - 直営 スロープ手摺末端の角度が変わって

いたため補正。 



12 月 19 日 多用途トイレ 

排水管 

2,508 円 直営 接続部が外れていたため接続 

1 月 25 日 複合遊具 8,690 円 直営 タッチアップ 

2 月 19 日 分電盤 62,700 円 ㈱平岡電機工事 絶縁抵抗測定 

 修繕実績 計 96,380 円   

 

（事業報告書様式６） 

年度増減備品一覧 

今年度増減なし 

 

（事業報告書様式７） 

苦情対応報告 

 年月日 内容及び苦情者 対応結果 

１ 4 月 6 日 近所の方から、夜間騒いでいる学

生がいたと話がある。 

今後の状況次第で、警察にも相談するとお話しし

た。 

2 5 月 4 日 自宅駐車場出入り口前に公園利用

者が車を駐車しており、迷惑して

いると連絡がある。 

車両所有者（分区園利用者）を確認し、事情を説

明し、車の移動をお願いする。路上駐車禁止の掲

示物及び看板を設置。 

3 6 月 21 日 近所の方から、園内で少年数名が

暴れている（倉庫棟屋根に登る・

騒ぐ・喫煙）と連絡があり、警察

及び警備会社が出動。 

18 歳少年 9 名確保、厳重注意。後日、掲示物にて

注意喚起。あわせて、ゴミなど持ち帰りの看板も

増やして対応。煙草の吸殻散乱については、あま

り変化が見られないため、植木鉢を増やすなど、

美化に力を入れている。 

4 7 月 21 日 アンケートに「公園の入ってはい

けないところに子供が入ってい

る」との書き込みあり。 

立ち入り禁止指定箇所はないものの、安全に配慮

して、遊具広場の西側斜面部に立ち入り禁止の看

板設置。 

5 8 月 9 日 近所の方から、連夜公園で騒ぐ青

年達がいて、参っているとの連絡

が入る。（北部公園緑地事務所経

由） 

倉庫棟に警告文の掲示。 

 

6 10 月 15 日 公園北側、管理者のみ立ち入りの

斜面緑地に位置する樹（コナラと

シロダモで 1 つの樹冠を形成）か

ら、台風時、枝が千切れ飛んで、

園地隣接の方のお宅の外壁にあ

たった。普段は良いが、台風時な

ど、家財や家屋損壊を避けられる

よう対策をとって欲しい。 

根本位置からして、倒れても住宅にあたることは

ないと考えられるが、1.5ｍ前後の枝が引きちぎ

られて散乱しているため、強風時、なるべく不安

を感じずに済むよう今年度中に剪定に入る予定と

お伝えした。強剪定とならざるを得ないため、シ

ロダモが枯れこまぬよう 3 月頃作業実施。 

7 12 月 6 日 園利用者から、小学生が斜面滑り

をしている、との電話連絡を頂

く。 

安全に配慮して、分区園南側斜面部に立ち入り禁

止の看板を 3枚設置。 

8 1 月 12 日 「仏向町の公園でクジャクの遊具

の部品が取れていて危険」との通

報がある。 

現地確認、仏向原ふれあい公園の遊具・健康器具

類に異常なし、北部公園緑地事務所にも連絡を入

れ、他公園に該当遊具ありと判明。 

 



事故対応報告  

事故発生はありません 

 

（事業報告書様式８） 

市民サービスの向上や公園の魅力向上・利用促進 

・自主事業を含めた提案事業の方向性と狙いのまとめ 
分区園及び協働農園を最大限に活かした、農を感じる風景づくり、地域住民の新たな賑わいのある交流の

拠点、安全で楽しい子育て場所の提供と、安らぎと賑わいのある居心地の良い公園づくりを目指して自主

事業を展開。10 月 11 月のイベント以降、地域との農を通した繋がりや共同の動きが出来てきている。 
・市民サービス向上への取組 
利用者サービス向上の為、満足度把握と共に、利用者の多様な要望やニーズの把握に努めている。巡視日

の利用者との直接交流を重視、丁寧な対応を心がけ、利用者がより楽しく快適に過ごせる公園づくりを目

指し、（ベンチ設置、いもほり体験企画など）ニーズを把握した際には、積極的かつ迅速な対応で公園の

利便性向上や魅力アップに努めている。苦情要望も、投げかけた方の状況を考慮して対応している（既存

木剪定）。 
・利用促進の取組、利用者支援等の取組について 
新規開園、知名度なく、料金設定の困難もあり、区画利用率半分以下でスタートしたため、全体が利用さ

れた賑やかな農風景を来園者にイメージしていただけるよう分区園空き区画の耕作を夏以降進行、多くの

収穫体験にも繋げ地域の方に徐々に認知して頂けるようになってきた。徒歩・二輪という利用条件も踏ま

え状況をみながら資材無料レンタルを増やすなどの取り組みもしている。また園地明るく冬でも足が向く

ようアイスチューリップなどの植栽も取り入れている。 
・公園運営改善策と広報やパブリシティー取組の考え方 
どのようなイベントも必要な方に情報が行き届かない限り成り立たないことから、知名度のない HP・SNS

更新では足りないと感じ、地域広報（子育て支援拠点こっころ、仏向地域ケアプラザ広報）へのイベント

掲載をお願いしたところ多くのお問い合わせを頂いた。積極的に地域媒体への投稿をしつつそれを本公園

の HP・SNS に繋いでいけるよう取り組む必要があると考えている。 

 

（事業報告書様式９） 

収支報告書（指定管理料のみ） 
科目 当初予算額 

(A) 
補正額 
(B) 

予算現額 
(C=A+B) 

決算額(D) 差引 
(C-D) 

説明 
 収入の部 

指定管理料 7,681,472 8,611 7,690,083 7,690,083 0  
利用料金収入 930,000  930,000 542,000 388,000  
自主事業収入 40,000  40,000 59,378 -19,378  
雑入 0  0 0 0  
その他雑入 0  0 0 0  
収入合計 8,651,472  8,660,083 8,291,461 368,622  

 
科目 当初予算額 

(A) 
補正額 
(B) 

予算現額 
(C=A+B) 

決算額(D) 差引 
(C-D) 

説明 
 支出の部 

人件費 3,800,000  3,800,000 3,800,000 0  
 給与・賃金 3,003,600  3,003,600 3,003,600 0  

社会保険料 496,000  496,000 496,000 0  
通勤手当 240,000  240,000 240,000 0  
健康診断費 17,400  17,400 17,400 0  
勤労者福祉共済掛金       
退職給付引当金繰入額 43,000  43,000 43,000 0  

事務費 1,971,000  1,971,000 1,231,170 739,830  
 
 

旅費 16,000  16,000 16,000 0  
消耗品費 700,000  700,000 332,145 367,855 ＨＰ保守管理 26

万 6514 円含む 
消耗品は、他公

園と共有 
会議賄い費 9,000  9,000 9,000 0  
印刷製本費 30,000  30,000 30,000 0  



使用料及び賃借料    5,760 -5760  
 （横浜市への支払い分）    5,760 -5760  

（その他）       
備品購入費 900,000  900,000 549,595 350,405 他公園と共有 
図書購入費 20,000  20,000 8,240 11,760  
施設責任賠償保険 36,000  36,000 30,430 5,570  
職員等研修費 30,000  30,000 20,000 10,000  
振込手数料       
リース料 200,000  200,000 200,000 0  
手数料       
地域協力費 30,000  30,000 30,000 0  

自主事業費 40,000  40,000 40,000 0  
管理費総合計 5,811,000  5,811,000 5,071,170 739,830  

光熱水費合計 260,000  260,000 241,574 18,426  
 光熱水費（電気） 113,000  113,000 85,210 27,790  

光熱水費（ガス）       
光熱水費（水道） 147,000  147,000 156,364 -9,364  
光熱水費（下水道）       

清掃費 460,000  460,000 200,000 260,000 清掃委託費 15 万

6,700 円、清掃

用品購入費 4 万

3,300 円 
修繕費 150,000  150,000 96,380 53,620  
機械警備費       
施設保全費 1,600,000  1,600,000 1,710,435 -110,435  

 空調衛生設備保守       
消防設備保守       
電気設備保守    62,700 -62,700 電気設備点検 
害虫駆除清掃保守       
その他保全費・園地管理費 1,600,000  1,600,000 1,647,735 -47,735 草刈 149 万、剪

定 8 万 8,000
円、コールセン

ター3 万 2,700
円、ゴミ処分 3
万 7,035 円 

共益費（合築等の場合）       
公租公課       

 公租公課（事業所税）       
公租公課（消費税）       
公租公課（印紙税）       
その他公租公課       

事務経費 370,472  370,472 370,472 0  
 事務経費（本部分） 365,472  365,472 365,472 0 本部社員人件費 

事務経費（当該施設分） 5,000  5,000 5,000 0 利用者連絡員通

信費 
その他経費（当該公園分）    582,000 -582,000 HP‣map 製作、 
支出合計 8,651,472  8,651,472 8,272,031 379,441  
差引 0  0 19,430   

 

（事業報告書様式 10） 

運営目標・実績報告 

目標設定 
の視点 

当初設定し

た運営目標 
当初設定した 
管理指数・数

値 

実績 目標との 
差異 

今後の取組 
（改善計画） 

業務運営１ 
（ 達 成 目

標、運営業

務の実施方

針） 

① 分 区 園

全 区 画

利用 
② 公 園 の

知 名 度

向上 

① 利 用 率

100％ 
② イベント参

加者 20 名

以上など 
 

① 76.5% 
② 仏向ふれ

あ い

ウォーク

ラリー90
名、公園

であそぼ

う 50 名 

① 100 ％は 未達

成ながら地域

に徐々に浸透

しており利用

に関する問い

合わせも毎月

きている 
② 仏向地域ケア

小さなこども

のいる家庭が

多い地域であ

るという特徴

を踏まえ、そ

んな方たちが

体験してみた

いと考えてい



プラザ・仏向

地区社会協議

会、保土ケ谷

区地域子育て

支援拠点こっ

ころとの共催

で沢山の方に

知って頂く機

会が持てた。 

ることを盛り

込んだイベン

トを、地域活

性のため活動

されてきた団

体との共催も

含めて企画運

営していく。 

業務運営２ 
（ 利 用 者

サービスの

向上、利用

者満足度や

利用者数の

増、利用し

や す さ 向

上） 

① 分 区 園

利 用 者

以 外 の

方 の 協

働 農 園

へ の 来

園 
② ア ン

ケ ー ト

の 満 足

度 

① 月 5 名 
② 90 ％ 方 が

「満足」 

① 収穫体験

月平均 8
名 

② 分区園利

用者 70％
弱が「満

足」 

新規開園で土作り

が出来ていない状

態でのスタート、

夏季まで播種の遅

れなどひびいたこ

とが利用者満足度

目標未達成の一因

と考えられるが、

後半収穫も充実

し、多くの方に収

穫を楽しんで頂け

た。収穫体験の

他、イベントで

30 名弱の子ども

達にも収穫体験を

提供できた。収穫

物の無料配布も実

施 （ 未 カ ウ ン

ト）。 

イベント開催

とそれに伴う

予告をして、

来 園 リ ピ ー

ターを増やし

ていく。 
イベント告知

は地域活動を

している団体

の広報にもお

願いして情報

がより多くの

方の目に触れ

る よ う に す

る。 

業務運営３ 
（ 人 員 配

置、緊急時

対応計画、

防犯防災、

災害対応） 

緊急時に対

応できる柔

軟な配置 
 

施設長 1 名 
副施設長 1 名 
運営スタッフ

（正規）3 名 
運営スタッフ

（非正規）2 名

以上 
防災訓練の実

施 

施設長 1 名 
副施設 1 名、

運営スタッフ

（ 正 規 ） 3
名 、 運 営 ス

タッフ（非正

規 2 名）、栽

培相談員 1 名 
 

達成できている。 新年度施設長

変更。スタッ

フの連携を強

化できる体制

にしている。 

人材育成 
研修実施効

果等 

「利用者満

足度向上」

や「継続的

利用」につ

ながる体系

的な研修と

自己啓発環

境の整備 
 

接遇・障がい

者対応研修（4
月）、個人情報

保護研修（ 4
月）、施設長研

修（6 月）、広

報研修（8 月） 
植栽維持管理

研修（年3回） 

様式 13 参照 未実施の講習は、

委託先との日程調

整、コロナ禍のた

め順延となってい

る。栽培相談員

(種苗管理士)によ

るスタッフ研修を

栽培相談日に実

施。 

信頼性、安心

感、清潔感、

共感力、迅速

さを養う研修

を実施する。 



農業研修（ 9
月） 

維持管理１ 
（施設の保

守管理、補

修計画） 

誰もが安全

安心、清潔

快適に利用

していただ

けるよう、

質の高い維

持管理を行

う。 
 

横 浜 市 策 定

「維持管理の

手引き」「施設

管理者点検マ

ニュアル」や

水準書に基づ

き、「施設年間

管理表」「植物

年間作業計画

表 」 を 作 成

し、安全の確

保・美観の維

持・施設の長

寿命化・環境

保全に配慮し

た維持管理に

取組む。 

作業水準に準

じた（必要箇

所は状況をみ

つつ+α）の

手入れを行っ

ている。 
 

達成できている。

週 2 回の巡視日に

独自のチェック

シートを活用して

いる。 

人と人を繋ぐ

コミュニティ

形 成 の 場 と

なっていくよ

うに良好な自

然環境と景観

維 持 に 努 め

る。 
分区園利用増

で未利用区画

管理も減って

いるため夏の

通路沿いなど

植栽管理によ

り 力 を 入 れ

る。 

維持管理２

（清掃、園

地 維 持 管

理、災害対

応） 

建築保全業

務共通仕様

書 に 基 づ

き、点検・

保 守 を 行

い、施設の

長寿命化に

努める。 

維持管理水準

以 上 の 頻 度

で、きめ細か

な点検および

清掃を実施す

る。 
・春先の重点

草刈り 
・台風前の水

路清掃 
・冬季の枯死

木点検 
の実施 

特に低木の生

育（枝葉密度

など）がまだ

十分でないた

め、周囲の抜

取除草はまめ

に 行 っ て い

る。 

達成できている。

週 2 回の巡視日に

独自のチェック

シートを活用して

いる。地域作業所

はまかぜ様の清掃

巡視も丁寧できめ

細かくやって頂け

ている。 

快適な公園を

維持する。 

収支 
修繕等、収

入、支出） 

各施設に関

しては、耐

用年数表と

現場の状況

に応じて修

繕計画表の

作 成 を 行

い、利用者

の安全と利

便性確保を

第一に修繕

の要不要を

判断し、計

施設長寿命化

の為、計画的

に点検および

修繕を行う。 
 
 
 

公園遊具タッ

チアップも剥

がれが軽微な

うちに施して

いる。配管の

はずれなども

迅速に対応し

ている。 

達成できている。

週 2 回の巡視日に

独自のチェック

シートも併用して

チェックを行って

いる。 

早期発見を心

がけ、日常巡

視を行う。 
 



画的に修繕

を行う。 

経費節減策 
 

指定管理料

縮減に努め

る。 

・業務の繁閑

に応じて効率

的に人員を配

置。地元雇用

を行う。 
・直営作業を

基本とし、委

託費縮減に努

める。 
・自社製品を

活用してコス

ト縮減に努め

る。 

地元の地域作

業所に清掃を

お願いしてい

る。 
 

分区園利用がまだ

100％に達しない

ため、消耗品や備

品を出来る限り抑

えた。区画番号札

や種名板などもス

タッフで作成し経

費を抑えている。 

引き続きコス

ト意識を持ち

支出縮減に努

める。 

（事業報告書様式 11） 

自主事業実施報告 

 事 業

名 
目的・内容 実施時期・回数・収支状況・実施結果考察 

１ 作 付

け 講

習会 

新年度が始まる前に、栽培相談員が土作り

や作付け計画等についての講義を行い、講

義後相談を受け付け、技術向上・不安解

消・意欲増進の目的で実施。 
分区園利用が初めての方も菜園の計画段階

から質問・相談ができ、初心者でも安心し

て菜園生活をスタートできた。 

3 月実施。 
1 回 
無料 
難しい内容が含まれていたため、秋までの

利用者様作付をみて、晩秋、栽培相談員の

今後のアドバイスや講習内容（ 
3 月実施分文章化）を掲示。 
 

２ 栽 培

相 談

日 

栽培相談員による現地での相談会を実施。

分区園利用者が植付けから収穫まで成功で

きるようアドバイスした。現地で、一人一

人の栽培に関するお悩みや野菜づくりのコ

ツについて、言葉と実演を交えながら丁寧

に説明した。 

4 月-12 月第 2 土曜日 
9 回実施 
無料 
毎月 4 組ほどの利用があり栽培をしていく

中での疑問点に区画を直接見てアドバイス

がもらえる利点は大きい。農家向けのアド

バイスの傾向があるため有機・自然栽培相

談の需要がどの程度あるか、利用者との対

話の中で探る必要がある。 
３ 栽 培

相 談

ノ ー

ト 

栽培相談日に来られなかった利用者のサ

ポートを目的に実施。倉庫内へ設置し、交

換ノートのように利用者が畑での悩みを記

入、次回巡視日にスタッフが回答を記入し

た。ノートを設置することで、よりきめ細

やかな対応ができ、利用者の菜園生活を手

厚くサポートできている。 

通年 
無料 
種蒔き後の管理の仕方、スタッフの在園時

間、資材レンタルについて質問など、利用

者とのコミュニケーションツールとして機

能している。 

４ 土 の 希望者に、野菜作りの基本である土の酸性 通年 



酸 度

測定 
度の測定を行うサービス。より高品質な野

菜作りを提供することを目的に実施。測定

値が基準の平均値であれば、作物に必要な

栄養素が吸収されやすくなり、根の成長障

害や病気を予防できる。数値の結果は、肥

料等の投入量の目安や土に合った野菜選び

のヒントになる。 

無料 
主に播種・植え付け時期にご利用あり。

シーズンごと 4～5 件のご利用だが、耕作中

問題にあたった時の考察材料のひとつとし

て今後も利用して頂ければというサービ

ス。 
 

５ 菜 園

生 活

ガ イ

ド

ブ ッ

ク 

初めて野菜作りをする利用者が、野菜作り

の基礎について、いつでも確かめられるこ

とを目的に実施。季節の野菜の種類、植付

け方法、マルチングの張り方等、写真を

使って分かりやすくまとめたものを倉庫内

に設置した。巡視日を待たなくても基本的

なことはいつでも確かめられるようになっ

ている。 

コンパニオンプランツや連作障害につい

て、掲示板に掲示。写真や図のわかりやす

い図書を倉庫棟内に設置。 
 
 

６ 資 材

の 無

料 提

供 

利用者に、より快適に菜園生活を送っても

らうことを目的に実施。これまでの経験か

ら「少しだけ欲しい」という分区園利用者

の声を踏まえ設置。 

黒マルチシート、木酢液の提供。 
少し欲しい、今欲しいというときの役に

立っている。 

７ 資 材

の 無

料 レ

ン タ

ル 

利用者に、より快適に菜園生活を送っても

らうことを目的に実施。 
 

剣スコップ 5、備中鍬 1、移植ゴテ 5、台車

1、 
希望者に 9 月から 3 タイプの支柱レンタル

（各区画合計26本まで）も開始、15区画で

ご利用。交通の便が良いとは言えないた

め、長尺ものの貸し出しは好評。 
８ 区 画

看 板

づ く

り 

「魅せる分区園づくり」の一環として利用

者に書いていただき、利用者が明確になる

ことで、親しみがわき、畑へのいたずら防

止に繋げた。また利用者が第三者からの視

線を意識することで綺麗な畑づくりに繋

がっている。 

多くの方にご利用頂いていて収穫物へのい

たずらなども特に報告なし。 
 

９ 温 度

計 ・

湿 度

計 の

設置 

熱中症等を防止する自己啓発を目的に実施

した。熱中症指数がわかるものを倉庫内に

設置し、利用者自身で気を付けることがで

きる。職員の巡視日に猛暑であれば、熱中

症対策として休憩を呼び掛ける目安にも

なっている。 

倉庫棟に設置。 
熱中症防止・啓発掲示もあわせて行ってい

る。 
夏季は早朝か夕方の利用が多く、利用者の

方々も自然に対策をとっている。 

１０ 協 同

農 園

の 
ふ れ

あ い

イ ベ

ント 

農の普及、分区園利用者でなくても身近に

農と触れ合ってもらうことを目的に実施し

た。また利用者同士の交流の場にもなって

いる。 

播種・植え付けイベント、収穫体験、収穫

物無料配布を行い、農にかかわるイベント

や体験の参加者は延べ 150 名を越えてい

る。 
3 月 1 日にはジャガイモ植え付けイベントを

予定していて 49 名の参加予約を受けていた

が新型コロナウイルス感染拡大防止のため

中止となり管理者のみでの実施となった。 
中止は残念だったが、農体験のあるイベン



トが繋いで興味を持ってくださる方が増え

た。 
１１ 公 園

野 菜

の お

い し

い 
レ シ

ピ の

提案 

食を通して農へ興味を持ってもらうことを

目的に実施。旬の野菜を簡単に調理できる

レシピの掲示や配布等を行い、食べるとこ

ろまで楽しめるサポートをした。農に興味

を持ってもらうことで、分区園の利用希望

者数拡大に繋がっている。 

倉庫棟に野菜の保存法やレシピ本を設置。

古くから農の盛んな地域であるため、江戸

の料理の本も設置。パラっとめくって楽し

い本など今後も少しずつ置いていきたい。 

１２ 維 持

管 理

発 生

材 
の 利

用 

維持管理作業で発生した剪定枝等は捨てず

に、樹名板などに再利用することを目的に

実施。 
園内及び管理作業で活用することでゴミ削

減に繋げた。 

竹を使ったベンチを作成し、利用者からベ

ンチが増えて嬉しいとの声も聞かれてい

る。 

１３ プ ロ

の 堆

肥 づ

くり 

ゴミの削減、堆肥代の軽減と、園内の分区

園、協働農園、花壇づくりに利用する循環

型農業を目指し園内の大規模な堆肥置き場

を活用して、正しい堆肥づくりを行った。 

堆肥は、現在果樹園に使用していて、処分

費節減にもなっている。 

１４ 農 の

風景 
昔懐かしい里山風景をつくり、温かみと安

らぎのある居心地の良い公園にすることを

目的に倉庫棟付近にはアサガオの鉢植えを

置くなどして、のどかで懐かしい農家の軒

先を彷彿させる風景づくりをした。 

講師を迎えて、変化アサガオの植付と講習

を行い、夏は倉庫棟脇で、江戸時代大流行

した変化アサガオと大輪アサガオが楽しん

だ。 

１５ 巣 箱

の 設

置 

花木ゾーンに巣箱を設置し、バードウォッ

チングや鳥のさえずりを楽しみながら生き

物と触れ合う機会を増やすことで環境教

育・生態系の保全に繋がる目的で実施。 

1 月 
3 基 
斜面緑地に小鳥用の巣箱を 3 基設置。現

状、鳥が中にいる姿は見かけていないが、

巣箱があることで子供たちに鳥がいるかも

しれないと興味を持ってもらえている。 
１６ 花

い っ

ぱ い

活動 

来園者に綺麗な園内で過ごしてもらうこ

と、四季を感じてもらうことを目的に実

施。ユリやアイスチューリップなど当団体

ならではの植栽を行った。一年を通して常

に季節の花を楽しめる空間づくりを行い、

来園者をおもてなしした。時には利用者と

一緒に花苗を植え、交流の機会をつくっ

た。 

4 月－12 月 
9 回 
大型プランターの設置も実施。宿根草や球

根も交えながら季節の花を植栽。朝顔は 6
名の参加者といっしょに植え付けたが、各

花植栽スペースは小さいため、利用者との

植え付け機械をどんなふうに設けるか課

題。 
１７ 緑 の

補植 
風景の保全・育成を目的に山野草や宿根草

等の補植を実施。補植を行うことで、来園

者に四季を感じてもらうことができ、地被

類が増えることで斜面の土の流出防止や管

理作業の軽減にも繋げた。 

公園に自生していた、ツリガネニンジンを

現在播種育苗している。また近隣のホタル

ブクロも播種育苗中。近く来園者にも楽し

んでいただける形で植栽予定。 

１８ 掲 示

物 
利用者とのコミュニケーションツールとし

て、掲示板の他にも園内の様々な箇所に掲

4 月から掲示物の充実を図っている。QR
コードも導入し掲示板と協働農園看板に



示を行った。子どもから高齢者の方まで、

見て・知って、楽しくなるような情報や新

鮮な情報であることを心がけた。また QR
コードを活用し、HP との連携も行った。 

貼っている。 

１９ HP ・

SNS 
現在、老若男女を問わず、一人一台持って

いるスマートフォンを活かす方法として、

HP・SNS の運用を積極的に行った。園内

の掲示物には、簡単にアクセスできる QR
コード添付し、掲示物より詳細な情報を載

せ、手元のメモ代わりに活用してもらう。 

HP・Twitter・Instagram・Facebook に公

園農作物や草花写真付き情報を更新すると

ともに QR コードも導入している。 

２０ 地 域

サ

ポ ー

ター 
協 力

の 呼

び か

け 

分区園利用者ではない方も含め、協働農園

の管理や花壇の整備などを、気軽に幅広く

有志でお手伝いしてくれる方を「地域サ

ポーター」として位置付け、一緒に管理運

営を行った。 

秋のイベントを機に地域の方々との結びつ

きが強まり、来期、協働農園の植え付けか

ら収穫祭まで一緒に、という動きが出来て

きている。 

２１ 収 穫

祭 の

開催 

地域の方々を対象とした収穫祭を実施し、

世代間交流の場とした。自分の手で収穫し

た野菜を持ち帰ってもらうにあたり、その

野菜の育て方やレシピ、地域の歴史等配布

等して食育に繋げた。 

9 月 10 日地域の方々4 名とレタス苗を植付

け、10月23日公園であそぼうイベントにて

子ども達が収穫。立派な野菜が獲れたと喜

ばれ、植付けから収穫まで広報で見える形

にしながらの交流が人を地域と結びつける

いい機会を与えてくれると実感。 
２２ 昔 遊

び 倶

楽 部

の 開

催 

昔あそびを通して、子ども達の集団の中で

の協調性を育むと同時に、子ども達と高齢

者の方々との交流を促す為に実施予定だっ

た。 

3 月 1 日実施予定で、風車づくりのイベント

を用意していたが、新型コロナウイルス感

染拡大防止のため中止となり、設置した竹

垣への飾り付け、という形での実施となっ

た。来年開催する際は、開放感ある環境で

の、様々な世代の活発な利用を通して、活

気溢れる地域づくりへの貢献を目指してい

く。 
２３ 1 袋ご

と の

資 材

販売 

堆肥等の重たい資材を職員が現地までお届

けするサービス。利用者が車で来園できな

いことによる資材運搬の負担を減らすこと

ができ、快適な菜園生活をサポートするこ

とを目的に実施した。現地販売資材は、堆

肥や石灰、配合肥料の他、当団体オリジナ

ルの発芽率の良い高品質な種等、幅広い

ニーズに対応するよう心掛けた。 

4 月から随時 
計 59,378 円 
区画倉庫にお届けする形をとり、当初の想

定より利用が多かった。徒歩・二輪のみ来

園可能なため、今後も重要なサービスとし

て継続していく。 

（事業報告書様式 12） 

利用者アンケート結果 

■公園アンケート(平常時)集計結果 

・実施期間及び対象人数： 平成 31 年 4月～令和 2年 3月、 4 名 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■分区園利用者アンケート集計結果 

・実施期間及び対象人数： 令和 2年 2・3月、24 名 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見、ご要望 

ご意見 ： 現地資材販売、支柱貸出、手作りベンチ新規設置、季節の花植栽、スタッフ対応につ

いて好意的なご意見 

ご要望 ： 分区園利用箇所に次年度も同一の場所を希望するご要望 

■公園アンケート(イベント時)集計結果 

・対象イベント及び人数 

 変化朝顔植え付けイベント ： 参加 6名・回答数 2 名 

公園であそぼう ： 参加 50 名・回答数 4 名、 

仏向ふれあいウォークラリー ： 参加 90 名 回答数 21名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自由意見 

園内：きれいで好印象 

施設：トイレが少ない、砂場が欲しい、夏場の日陰の少なさのご指摘 

イベント：収穫物があって好感触 

交通の便：改善希望のご意見、 

イベントへのご意見・ご要望・ご感想 

イベントで公園を初めて知ったという方や講習内容について初めて知り面白かったなど 

この公園で開催してほしい講習やイベント 

開催希望イベント ： 芋掘り、寄せ植え、キャンドル・イルミネーションイベント 

（事業報告書様式 13） 

研修実施報告 

実施日 研修名 内容及び効果 

4 月 5 日 接遇・個人情報保護研修 個人情報保護、クレーム対応についての研修を実施した。 

5 月 10 日 施設長研修 事業計画、体制、指定管理運営全般、安全管理などについての研修を

指定管理課課長を講師として実施。 

8月7・8日 公園における大規模災害

時を想定した危機管理図

上演習 

根岸森林公園主催で危機管理のスペシャリストを講師に迎え横浜市、

中区役所も参加し公園における減災演習、災害対応の意識確認を実

施。 

8 月 20 日 植栽管理技術① 当団体工事部社員を講師に、正しい作業機械の扱い方、フルハーネス

の紹介、事故事例紹介などの研修を実施。 

11 月 6 日 植栽管理技術② 協力会社（造園）社員を講師に、危険な高所作業の事故事例などにつ

いて学んだ。 

1 月 27 日 

 

安全帯研修 安全帯の使い方や高所作業での危険予知について外部講師から学ん

だ。 

4 月～3月 

毎月 1回 

農業研修 毎月のミーティング時にその時期に発生しやすい病害虫についての情

報共有、対応方法を学んだ。 

 


